
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Plie Ballet Studio 

2022 年 6 月号 

「聞き方」や「話し方」について伝えています! 

新年度になり早くも 2 ヶ月が経ちました。どのクラスでも発表会に向けて練習が進んでいます。最後の振付もほぼ終

わりあとは練習あるのみです。どのクラスでも継続して基礎を練習しています。新しく入られた方も馴染みつつ練習に励んで

います。年齢やレベルの違いがあっても「継続は力なり」「好きこそ物の上手なれ」でたくさん練習している人、心から踊ることが

好きな人は目を見張る速さで上達するのを感じます。ほかにもお友だちと会えることやお話しする事を楽しみに来てくれる方や

体を動かして気持ちいいからと通っている方もいます。それはとても良いことですから、教室全体の雰囲気を大切にしていきた

いと思っています!子どもも大人も、生徒も保護者も、皆さんにとって最良のスタジオでありたいという目標をもって、日々取り

組んでいます! 

新しく入会された生徒さん 

 

菅原えみりさん   シニアクラス 

 

よろしくお願いいたします 

No.3 

☆コンクール結果報告☆ 

第 15 回スリーピング・ビューティー全日本バレエコンクール 5 月 28,29 日 

藤井 美莉さん 

中学生Ｂ部門 優秀賞（総合 1 位） 

中学生 P 部門 努力賞            アルレキナーダのＶａを踊りました。 

『おすすめの本』 本書より抜粋 

「形や動きだけを追いかけても、音楽の波に乗ることはできない。その音楽をとにかく繰り返し聴くことだ。とはいえ音楽を鳴らしながら、頭で拍をとっ

たり振りをイメージしたりしていては、それは本当に音楽を聴いていることにならない。気持ちがそこにないからだ。ただ音楽をピュアに聴いて、心底

好きになること。誰でも経験があるように、好きな歌を聴くと気持ちが昂ったり優しくなったりする。僕は好きな音楽を聴くと、それだけで涙が出そう

になる。つらいときに心をかき乱すような音楽を聴くと、本当に胸が痛くなるのだ。音楽には生きる中で蓄積された記憶から新しい物語を創りだす

力がある。音楽を聴くことで、自由にイマジネーションを膨らませることができる。」「もちろん、音に対する感性には個人差があり、音感が悪いダン

サーは音を味方にすることができない。それは音程が正しく取れるかどうかではなく、まずその音のリズムに乗って踊ることができるかどうか、ということ

だ。頭で聴いていて心で聴いていないダンサーは、頭でステップと音を考えてから動く。だから頭から司令が届いたときにはすでに音と動きにズレが

生じている。心で聴いたまま素直に反応して踊ることができるかどうかが問われるのだ。メロディーラインを自分の身体の中に流せるかどうか。あるい

は目の前に見えるもの以外の鳥のさえずりや川のせせらぎを一瞬にして聞き取る感受性も大切になる。」「バレエ芸術の感動の根底には視覚と

聴覚の同調がある。」「ダンサーのステップと音楽のフィニッシュが微妙にずれるだけで、何とも居心地が悪い。逆に音が止まった瞬間に体の動きも

止まれば爽快だ。」 

～今月は「よく音を聴いて下さい」とお伝えすることが多かったように思います。レッスン時もただエクササイズの様になって表情が 

固まっていたり、一定の拍がとれていないなどみられます。踊りにはそれぞれ物語や役柄を表現できるように音楽にピッタリの 

振付がされているので音に合う＝踊ることです。舞台で踊るための練習が日々のバーやセンターレッスンであり音楽を感じて 

それを表現することは常に行わなければいけません。また音楽を敏感に感じるためにはバレエの時間以外に感受性を刺激す 

ること、本や映画をみたり、色んな音楽をきいてジーンとしたりワクワクしたり美味しいものを食べて幸せ!など心と体で感じる 

体験をたくさんすることも表現に繋がると思います。私は音楽が体の中に入ってくるように感じます。それは空気を入れて膨ら 

む人形のような感じでしょうか。音楽が空気のように内側で膨らんで広がり体を動かしていくのです。 

「完璧という領域」熊川哲也 著 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリンシパルになるには笑顔と挨拶から♪ 

バレエ団の中でも主役を踊る少数の人がプリンシパルとなります。技術・表現力が優れていて経験を積み認められた人です。 

しかし、上手に踊れるだけではなれません。主役として作品全体、ダンサー全体を引っ張っていける人格が必要です。舞台で踊っ

ていてもお客様とのコミュニケーションを取れなければ感動は伝えられませんから、じかに接するときに気持ちの良い人柄でないはず

がありません。簡単に言ってしまうと性格の悪い人、迷惑を考えられない人が良い踊りをすることはないので、良い踊りを踊るには明

るく笑顔で丁寧に人と接し気持ちの良いコミュニケーションをとれることが大切ということでしょう。皆さん思い当たると思いますがお店

のドアなどの出会いがしらで「お先にどうぞ」と出来ない人が王子様ではあんまりですよね(^^♪ということで↓↓ 

レオタードでモチベーションアップ!?

みなさんレオタードはどのように選ばれていますか?すぐ大きくなるからと大きめのものを買ったりしていませんか? 

体に合ったレオタードは大切です、大きくてゆるゆるしたものは気になってしまいますし、またラインが綺麗に見えません。美的感覚を

養うことも必要だと思います。 

レオタードはその生地の量から考えるとずいぶんと高価に感じると思います(^^;ですが、高価なものはバレエに対応してとても動き

やすく、体が綺麗にみえるように作られています。汗をかいて練習することになりますが着心地もどんどん進化してしています。 

そして可愛いデザインやカッコいいデザインのものがたくさんあって選ぶのも楽しいですし、新しいレオタードを着るとレッスンにいくのが

楽しみになるものです(^^♪たくさんレオタードを持っているお子さんなどは、成⾧して着れなくなってしまう前にたくさんレッスンに通

わないといけないですね♪また身⾧はそれほど変わらなくなった大人の方々も可愛らしいレオタードや新しいレオタードを着てテンショ

ンをあげてレッスンにいらっしゃっているようです! 

☆たくさんあるオンラインショップ☆ 

「チャコット」「シルビア」「ダンスケイト」「ドゥッシュドゥッス」「赤い靴」「JoliJolie」「バレエショップエトワール」などなど 

今月のアダージョクラス! 

今月はみなさんもう何度か受けたことがあるので、バーレッスンの後 

コンビネーションからはじまりました。バーでは音にあうように動きの 

タイミングを意識したり、先月に引き続き床に対して軸を意識する 

レッスンでした。冬夢先生からは「すごく良くなってる!」と言われる 

ことが多く、継続は力なりと日々の基礎レッスンの成果がみられ 

嬉しかったです。私からはレッスンに参加する姿勢についてお話し 

ました。そしてまた音楽を聴くことでパートナーと息を合わせて踊る 

ことにつながるので、音を聴いてと話しました(笑) 

プリエバレエでのお約束 

あいさつをはっきり大きな声でお願いします!           身の回りをととのえましょう! 

♢スタジオに入る時に「お願いします」                 ♢髪をシニヨンにまとめる 

♢先生、お友だちに「おはようございます」               ♢荷物はじゃまにならないようにまとめて棚におく 

♢帰る前に先生とお教室に「ありがとうございました」         ♢持ち物には名前をかきましょう 

♢先生のはなしをよく聞きはっきりお返事しましょう 

『みんなが気持ちよくレッスンできるようにしましょう♪』 


